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さ
ま
͟
ま
な
方
面
で
ဲ
上
に
載
っ

て
く
る
と
予
૝
さ
れ
る
。
զ
々
も

ૣ
急
に
意
見
を
ま
と
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
ड़
べ
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
三
月
に
、
全
国

私
立
学
校
審
議
会
連
合
会
が
文
科

省
に
「
広
域
通
信
制
高
校
に
関
す

る
問
題
の
改
善
要
望
」
を
提
出
し

た
こ
と
な
ど
を
報
告
。
٢
田
会
長

は
「
通
信
制
高
校
は
、
全
日
制
課

程
に
比
べ
教
育
課
程
、
設
置
基
準

等
が
特
例
的
に
؇
࿨
さ
れ
、
教
員

は
五
名
以
上
い
れ
͹
よ
い
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
通
学
ܕ
の
通
信

制
高
校
で
は
、
生
徒
は
全
日
制
課

程
と
同
༷
に
通
学
し
、
自
分
の
興

ຯ
の
あ
る
こ
と
に
専
೦
す
る
一

方
、
未
履
修
と
い
う
ѻ
い
に
は
な

ら
な
い
。責
任
ײ
や
൑
அ
力
な
ど
、

大
人
に
な
る
た
め
の
基
礎
を
育
む

と
い
う
中
等
教
育
本
来
の
目
的
が

な
い
が
し
Ζ
に
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈
し
た
。

　

最
後
に
、
日
本
私
学
教
育
研
究

所
の
中
川
所
長
が
、
六
月
六
日
・

七
日
に
大
阪
府
大
阪
市
で
開
催
す

る
私
学
経
営
研
修
会
、
六
月
二
十

一
日
に
京
都
府
京
都
市
で
開
催
す

る
教
育
課
程
部
会
等
の
告
知
を

行
っ
た
。

報
告
・
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
福
島
事
務
局
長
が
、
私

立
中
高
を
८
る
状
況
と
し
て
、
平

成
三
十
一
年
度
の
都
道
府
県
当
初

予
算
に
お
け
る
私
立
高
等
学
校
等

の
経
常
費
助
成
に
つ
い
て
આ
明
。

中
学
校
の
助
成
単
価
を
Έ
る
と
、

約
半
数
の
県
が
財
源
措
置
額
（
国

庫
補
助
金
単
価
と
地
方
交
付
税
単

価
を
あ
Θ
せ
た
助
成
額
）
を
下

回
っ
て
お
り
、
高
校
の
単
価
に
関

し
て
も
下
回
る
県
が
増
え
つ
つ
あ

る
と
指
ఠ
し
た
。

˓
二
二
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
、
す
で
に
Ҡ
行
期
間
に
入
っ
て

お
り
、
今
か
ら
十
三
年
後
の
教
育

課
程
を
議
࿦
す
る
と
い
う
こ
と
に

疑
問
を
ײ
じ
る
。
ま
た
、
ࢾ
問
内

容
に
は
文
ܥ
、
理
ܥ
科
目
の
横
அ

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
次
期
学
習

指
導
要
領
の
改
గ
に
お
い
て
長
時

間
の
議
࿦
の
末
に
実
現
し
き
れ
な

か
っ
た
テ
ー
マ
を
改
め
て
ࢾ
問
す

る
と
い
う
こ
と
に
も
ڻ
い
て
い

る
」
と
ड़
べ
た
。

　

こ
の
後
、
٢
田
会
長
を
議
長
に

き
た
い
と
ݺ
び
か
け
た
。

　

そ
の
΄
か
、
四
月
十
七
日
に
文

科
大
ਉ
が
中
央
教
育
審
議
会
に
ࢾ

問
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
高
校

ී
通
科
の
改
革
に
つ
い
て
「
高
校

の
ී
通
科
を
専
門
性
の
高
い
学
科

に
分
割
す
る
と
言
Θ
れ
て
い
る

が
、
次
期
学
習
指
導
要
領
は
二

の
日
程
や
大
学
が
ど
の
ࢼ
ݧ
を
ར

用
す
る
か
な
ど
が
明
確
に
さ
れ
て

お
ら
ず
、
生
徒
の
受
ݧ
対
策
、
教

ࢣ
の
受
ݧ
指
導
に
໎
い
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
入
ࢼ

セ
ン
タ
ー
で
運
用
さ
れ
る
英
語
成

੷
提
ڙ
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、

今
年
の
十
一
月
か
ら
現
高
二

生
の
共
通
Ｉ
̙
ਃ
ࠐ
Έ
が
開

始
さ
れ
る
に
も
関
Θ
ら
ず
、

未
だ
に
あ
い
ま
い
な
点
が
あ

る
」
と
ड़
べ
、
文
部
科
学
省

や
大
学
等
は
ૣ
急
に
運
用
方

法
等
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
ૌ
え
た
。
ま
た
、

役
員
に
対
し
て
は
共
通
Ｉ
̙

の
ར
用
開
始
を
知
ら
な
い
学

校
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ͥ
ͻ

情
報
共
有
に
౒
め
て
い
た
だ

　

本
連
合
会
は
四
月
十
六
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十

八
回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

๯
಄
、
٢
田
会
長
は
二
˓
二
˓

年
度
よ
り
導
入
さ
れ
る
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
に
৮
れ
、「
英
語
の

四
ٕ
ೳ
ࢼ
ݧ
に
関
し
て
は
、
ࢼ
ݧ

　

続
く
部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、

福
島
事
務
局
長
が
、
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
に
関
し
て
、
平
成
三

十
年
の
୆
෩
二
十
一
߸
に
よ
る
ඃ

災
校
二
校
か
ら
災
害
見
෣
金
の
ਃ

੥
が
あ
っ
た
と
આ
明
し
、
審
議
の

݁
果
、
見
෣
金
の
贈
呈
が
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
災
害
見
෣
金
の
贈

呈
に
関
し
て
は
、
基
金
の
未
加
入

校
か
ら
の
ਃ
੥
が
多
い
こ
と
か

ら
、
今
後
は
ա
ڈ
五
ヶ
年
度
の
会

費
の
納
入
実
੷
を
౿
ま
え
て
、
見

෣
金
の
贈
呈
を
൑
அ
す
る
こ
と
を

提
案
。
審
議
の
݁
果
、
取
ѻ
細
則

の
策
定
が
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
΄
か
、福
島
事
務
局
長
が
、

自
ຽ
ౘ
の
教
育
再
生
実
行
本
部
の

会
議
資
料
に
お
い
て
、
高
校
ී
通

科
が
「
ত
࿨
の
学
校
の
৅
௃
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
৮
れ
、「
極

め
て
情
ॹ
的
な
表
現
だ
が
、
ී
通

科
の
改
革
は
教
育
再
生
実
行
会
議

の
第
十
一
次
提
言
中
間
報
告
等
で

も
取
り
上
͛
ら
れ
て
お
り
、今
後
、

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議
開
催�

２
面

文
部
科
学
記
者
会
と
の
懇
親
会
開
く�

３
面

平
成
31
年
度
事
業
計
画�

６
・
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

中
教
審　

教
育
改
革
の
ಈ
޲
報
告

ୈɹ1�ɹճ
常೚ཧࣄձ

ී
௨
Պ
の
見
௚
͠
に
ٙ
໰
も

ͳ　
　

Ͳ

ࡂ
֐
見
෣
ۚ
の
औ
ѻ
ࡉ
ଇ
を
策
ఆ

４月16日の第18回常任理事会
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会
合
同
会
議
に
ࢾ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
度
事
業

計
画
案
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
は

経
常
費
助
成
の
拡
充
と
と
も
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
基
൫
整
備
の
支
援
拡
充
を
ڧ

く
求
め
、
私
立
中
学
校
等
就
学
支

援
金
に
つ
い
て
も
制
度
の
恒
久
化

を
目
指
し
て
検
討
及
び
活
動
を
は

じ
め
る
と
આ
明
し
た
。
平
成
三
十

一
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
の
予
算
を
౿
ऻ
し
つ

つ
、
振
興
大
会
実
施
県
に
対
す
る

補
助
金
額
を
二
十
万
円
か
ら
三
十

万
円
に
Ҿ
き
上
͛
る
と
આ
明
。
審

議
の
݁
果
、
事
業
計
画
案
及
び
収

支
予
算
案
は
承
認
さ
れ
、
合
同
会

議
に
ࢾ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

部
会
（
委
員
会
）
報
告
で
は
、

福
島
事
務
局
長
が
、
平
成
三
十
年

に
お
け
る
「
七
月
߽
Ӎ
、
୆
෩
二

十
一
߸
、
北
海
道
୾
振
東
部
地
震

で
ඃ
災
し
た
生
徒
に
対
す
る
義
援

金
」
に
つ
い
て
、
ඃ
災
生
徒
へ
の

見
෣
金
贈
呈
後
の
࢒
༨
金
を
今

後
、
同
༷
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
見
෣
金
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
提
案
。
審
議
の
݁
果
、
承
認

さ
れ
、
取
ѻ
内
規
を
一
部
変
更
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
る
も
の
の
、
本
年
ま
た
は
数
年

来
の
会
費
が
未
納
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
見
෣
金
贈
呈
時
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
へ
の
加
入
を
要
੥

す
る
文
書
を
ఴ
付
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
運
営
規
則
に
つ
い
て

は
、今
後
、加
入
状
況
に
応
じ
て
見

෣
金
の
減
額
、
あ
る
い
は
ෆ
支
給

も
Մ
ೳ
と
す
る
見
直
し
を
図
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

局
長
が
平
成
三
十
一
年
度
の
地
方

交
付
税
に
よ
る
財
源
措
置
額
に
つ

い
て
આ
明
し
、
高
校
（
全
日
制
・

定
時
制
）
の
生
徒
一
人
当
た
り
単

価
は
、
前
年
度
比
一
・
四
％
増
の

三
十
三
万
六
千
三
百
十
一
円
、
中

学
校
で
は
、
同
じ
く
一
・
四
％
増

の
三
十
二
万
八
千
七
百
七
十
五
円

と
な
っ
た
と
報
告
し
た
。続
い
て
、

平
成
三
十
年
度
中
間
決
算
報
告
案

に
つ
い
て
֓
ུ
を
આ
明
。
平
成
三

十
年
度
補
正
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
は
審
議
の
݁
果
、
承
認
さ
れ
、

三
月
十
二
日
開
催
の
第
百
八
十
一

理
事
会
・
第
百
五
十
四
回
評
議
員

態
調
査
݁
果
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
総
務

広
報
委
員
会
か
ら
の
提
案
で
、
私

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
に
ਃ
੥
の

あ
っ
た
平
成
三
十
年
୆
෩
二
十
一

߸
及
び
七
月
߽
Ӎ
に
よ
る
ඃ
災
校

二
校
へ
の
災
害
見
෣
金
の
贈
呈

が
審
議
、
承
認
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
当
֘
二
校
は
ա
ڈ
に
本
基
金

の
会
費
や
義
援
金
の
納
入
実
੷
は

長
か
ら
は
、
私
立
学
校
法
等
の
一

部
改
正
案
に
つ
い
て
、
役
員
の
責

任
の
明
確
化
等
を
通
じ
、
学
校
法

人
の
ガ
バ
φ
ン
ス
機
ೳ
の
ڧ
化
を

図
り
た
い
と
の
આ
明
が
あ
っ
た
。

　

報
告
・
審
議
で
は
、
福
島
事
務

協
議
会
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

報
告
」
に
つ
い
て
、
調
査
委
員
会

か
ら
は
「
平
成
三
十
年
度
私
立
中

学
高
等
学
校
実
態
調
査
݁
果
」
及

び
「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
実

告
に
つ
い
て
આ
明
が
あ
り
、
ී
通

科
の
ࡏ
り
方
に
関
し
て
、
学
習
の

方
向
性
に
基
づ
き
学
科
を
ྨ
ܕ
化

す
る
こ
と
な
ど
を
提
言
し
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
続
け
て
、
文
部

科
学
省
私
学
行
政
課
の
ໜ
ཬ
ؽ
課

　

本
連
合
会
は
二
月
十
三

日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学

会
館
で
第
۝
回
常
任
理
事
会

を
開
催
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
審
議
に
先
立

ち
、
内
ֳ
׭
๪
教
育
再
生
実

行
会
議
の
۲
田
ढ़
າ
担
当
室

長
か
ら
、
教
育
再
生
実
行
会

議
第
十
一
次
提
言
の
中
間
報

志
評
議
員
・
出
Ӣ
北
ྕ
中
学
高
等

学
校
校
長
が
共
同
議
長
に
就
き
、

平
成
三
十
年
度
の
事
業
中
間
報
告

案
、
中
間
決
算
案
・
監
査
報
告
及

び
補
正
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
審

議
。
さ
ら
に
平
成
三
十
一
年
度
の

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
も
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

部
会
（
委
員
会
）
報
告
で
は
、

私
学
助
成
委
員
会
か
ら
平
成
三
十

一
年
度
の
都
道
府
県
当
初
予
算
に

関
し
て
、
会
議
当
日
ま
で
に
報
告

の
あ
っ
た
二
十
八
県
の
状
況
の
આ

明
が
あ
っ
た
΄
か
、
生
徒
収
容
委

員
会
か
ら
は
「
公
私
立
高
等
学
校

　

本
連
合
会
は
、
三
月
十
二

日
、東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会

館
で
第
十
回
常
任
理
事
会
、

続
い
て
第
百
八
十
一
回
理
事

会
・
第
百
五
十
四
回
評
議
員

会
合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

　

常
任
理
事
会
で
は
、
合
同

会
議
と
重
ෳ
す
る
議
案
に
つ

い
て
は
、合
同
会
議
で
報
告
、

審
議
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

合
同
会
議
で
は
、
๯
಄
、
ѫ
ࡰ

に
立
っ
た
٢
田
会
長
が
、
全
国
募

集
を
実
施
す
る
公
立
高
校
の
増

加
、
全
日
制
ܕ
の
通
信
制
高
校
の

現
状
な
ど
に
৮
れ
、「
本
来
の
制

度
目
的
か
ら
外
れ
て
い
る
公
立
高

校
や
通
信
制
高
校
が
増
え
て
い

る
。
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議

で
は
、
意
見
聴
取
を
受
け
た
有
ࣝ

者
が
通
信
制
中
学
校
の
創
設
を
提

案
し
て
お
り
、
զ
々
は
全
日
制
高

校
の
ଘ
ࡏ
意
義
や
役
割
を
し
っ
か

り
と
ૌ
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
」

と
ड़
べ
た
。

　

続
い
て
、
٢
田
会
長
と
水
谷
ް

３月12日の理事会・評議員会合同会議

説明する串田教育再生実行会議担当室長

常
任
理
事
会
ỏ　
　

合
ಉ
会
議
開
͘

２
݄
に
第
９
回
常
任
理
事
会
を
開
催

事
業
計
画
ỏ予
算
を
ܾ
め
る

ủ
中
ؒ
報
告
Ứを
આ
明

ฏ　

੒

31
೥
౓

۲
ా
・
教
育
࠶
ੜ
実

ߦ
会
議
୲
౰
ࣨ
௕
͕

ୈ
10
ճ

理
事
会

ධ
議
員
会
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指
ఠ
。
٢
田
会
長
は
、
多
額
の
県

費
を
投
じ
て
特
色
教
育
を
行
う
公

立
校
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、「
私
立
と
公
立
の
౔
ඨ
が

あ
ま
り
に
も
ҧ
い
ա
͗
る
。
গ
し

で
も
水
準
を
近
づ
け
て
΄
し
い
」

と
ૌ
え
た
。

す
る
公
立
高
校
に
つ
い
て
、
福
島

局
長
が
公
立
高
校
は
行
政
機
関
の

一
つ
で
あ
る
以
上
、
県
外
募
集
と

い
う
例
外
措
置
を
行
う
に
し
て
も

Կ
ら
か
の
法
令
上
の
ࠜ
ڌ
が
必
要

な
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
な
い
状
態

で
全
国
募
集
が
ຮ
Ԇ
し
て
い
る
と

労
せ
ず
、
予
備
校
で
大
学
受
ݧ
の

ษ
ڧ
だ
け
を
し
て
い
る
と
い
う
子

ڙ
が
た
く
さ
Μ
い
る
」と
આ
明
し
、

文
部
科
学
省
は
本
来
の
目
的
と
の

ဃ
཭
に
一
ࠁ
も
ૣ
く
対
応
し
な
け

れ
͹
な
ら
な
い
と
ड़
べ
た
。

　

そ
の
΄
か
、
全
国
募
集
を
実
施

は
年
に
五
日
程
度
で
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
就

実
施
日
程
、
実
施
回
数
等
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
未
定
の

ま
ま
で
は
学
校
も
生
徒
も
ス
έ

ジ
ュ
ー
ル
を
૊
む
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
回
答
。
長
塚
常
任
理
事
は

「
多
く
の
大
学
が
ど
の
ࢼ
ݧ
を
ど

う
活
用
す
る
の
か
を
示
し
て
い
な

い
た
め
、
高
校
も
対
応
に
ۤ
ྀ
し

て
い
る
」
と
ड़
べ
た
。

　

ま
た
、
広
域
通
信
制
高
校
の
ࡏ

り
方
に
関
し
て
は
、
٢
田
会
長
が

「
通
信
制
高
校
の
本
来
の
目
的
は
、

ۈ
労
੨
গ
年
に
教
育
機
会
を
提
ڙ

す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

設
置
基
準
上
、
必
要
な
教
員
数
は

গ
な
く
、
生
徒
が
学
校
に
通
う
の

　

本
連
合
会
は
四
月
十
五
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
文
部

科
学
記
者
会
等
と
本
連
合
会
役
員

と
の
࠙
ஊ
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ே
日
新
ฉ
社
、
毎

日
新
ฉ
社
、
ಡ
ച
新
ฉ
社
、
共
同

通
信
社
、
時
事
通
信
社
の
記
者
等

五
人
が
出
席
し
、
一
方
、
本
連
合

会
か
ら
は
、
٢
田
会
長
、
山
中
副

会
長
、
平
方
常
任
理
事
、
長
塚
常

任
理
事
、
৿
常
任
理
事
、
福
島
事

務
局
長
の
計
六
人
が
出
席
し
た
。

　

今
回
の
࠙
ஊ
テ
ー
マ
は
、
①
高

大
接
続
改
革
・
大
学
入
学
者
選
ൈ

改
革
等
の
動
向
、
②
広
域
通
信
制

高
校
の
ࡏ
り
方
、
③
国
公
私
立
学

校
の
ࡏ
り
方
な
ど
。

　

記
者
か
ら
は
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
で
活
用
さ
れ
る
英
語
の
ຽ

間
検
定
ࢼ
ݧ
に
つ
い
て
、
༷
々
な

課
題
が
指
ఠ
さ
れ
て
い
る
が
ݶ
ら

れ
た
時
間
で
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
べ
き
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
平

方
常
任
理
事
が
「
ま
ず
は
、
活
用

が
決
ま
っ
た
八
つ
の
検
定
ࢼ
ݧ
の

　

本
連
合
会
は
、
一
月
十
六
日
、

東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
、

第
八
回
常
任
理
事
会
、
平
成
三
十

年
度
第
三
回
協
会
長
・
事
務
局
長

会
議
を
開
催
し
た
。
๯
಄
、
٢
田

会
長
は
ѫ
ࡰ
の
中
で
「
本
日
、
総

務
省
に
ෝ
き
、
平
成
三
十
一
年
度

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費

等
補
助
金
の
地
方
交
付
税
措
置
に

つ
い
て
、
対
前
年
度
比
一
・
四
％

増
の
予
算
計
上
を
要
望
し
た
」
と

報
告
し
た
。

　

続
い
て
、
文
部
科
学
省
か
ら
所

؅
事
業
に
関
す
る
આ
明
が
あ
っ

た
。
Ӭ
山
լ
久
・
初
等
中
等
教
育

局
長
か
ら
は
初
等
中
等
教
育
に
関

す
る
教
育
改
革
等
の
動
向
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、「
新
学
習
指
導

要
領
は
、
中
学
校
で
二
〇
二
一
年

度
か
ら
全
面
実
施
、
高
等
学
校
で

二
〇
二
二
年
度
か
ら
年
次
進
行
で

実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｓ
̾
̲
̸

̴
̓
͈
５
・
０
に
向
け
た
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
省
内
に
お
い
て

政
策
の
方
向
性
等
を
議
࿦
し
て
き

た
΄
か
、
教
育
再
生
実
行
会
議
で

も
、
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学

校
改
革
と
い
う
؍
点
で
議
࿦
が
進

め
ら
れ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ۄ
上
ߊ
・
大
ਉ
׭
๪

審
議
׭
（
高
等
教
育
局
及
び
高
大

接
続
担
当
）
と
三
Ӝ
࿨
޾
・
高
等

教
育
局
大
学
振
興
課
長
が
、
大
学

入
学
者
選
ൈ
改
革
の
動
向
に
つ
い

て
આ
明
し
、「
今
年
の
十
一
月
か

ら
大
学
入
ࢼ
英
語
成
੷
提
ڙ
シ
ス

テ
ム
の
共
通
Ｉ
̙
の
発
行
を
開
始

す
る
が
、
英
語
の
ຽ
間
検
定
ࢼ
ݧ

の
受
検
期
ݶ
に
つ
い
て
は
、
成
੷

集
計
期
間
と
の
݉
ね
合
い
で
検
討

中
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

ന
間
ཽ
一
࿠
・
高
等
教
育
局
私

学
部
長
か
ら
は
平
成
三
十
一
年
度

私
学
関
係
政
府
予
算
案
ฒ
び
に
税

制
改
正
に
関
す
る
આ
明
が
あ
り
、

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費

補
助
金
の
う
ち
一
般
補
助
で
は
生

徒
等
一
人
当
た
り
単
価
が
対
前
年

度
比
一
・
一
％
の
増
額
と
な
っ
た

こ
と
や
、
税
制
改
正
に
お
い
て
教

育
資
金
の
一
ׅ
贈
༩
に
係
る
ඇ
課

税
措
置
の
恒
久
化
が
見
ૹ
ら
れ
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

部
会
（
委
員
会
）
報
告
で
は
、

福
島
事
務
局
長
が
、
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
に
関
し
、
平
成
三
十

年
に
お
け
る
「
七
月
߽
Ӎ
、
୆
෩

二
十
一
߸
、
北
海
道
୾
振
東
部
地

震
で
ඃ
災
し
た
生
徒
に
対
す
る
義

援
金
」
の
納
入
額
と
見
෣
金
の
取

ѻ
い
に
つ
い
て
આ
明
。
続
い
て
災

害
見
෣
金
及
び
生
徒
支
援
金
の
二

回
目
の
支
給
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

高
େ
઀
ଓ
改
革　

ς
ー
Ϛ
に

จ
部
Պ
学
ه
者
会
と
࠙
ஊ
会
開
催

ͳ　
　

Ͳ

จ
Պ
ল
͕
ॴ
؅
事
߲
等
を
આ
明

常
任
理
事
会
ỏڠ
会
௕
・
事
຿
ہ
௕
会
議
開
͘

１月16日の協会長・事務局長会議

文部科学記者会との懇談会
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七
％
、
公
立
が
五
〇
・
〇
％
で
、

私
立
が
三
十
年
度
と
比
べ
〇
・
一

ポ
イ
ン
ト
上
ঢ
、
公
立
は
同
཰
で

あ
っ
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
入
学
者
に
対

し
、
全
国
募
集
を
実
施
し
た
公
立

の
高
等
学
校
・
中
高
一
貫
教
育
校

数
は
合
Θ
せ
て
三
十
一
道
県
二
百

八
校
で
、
平
成
三
十
年
度
の
百
三

十
校
か
ら
二
ഒ
近
い
大
෯
な
増
加

と
な
っ
た
。

ら
れ
て
い
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
入
学
者
に
関

し
て
は
、
公
私
間
で
生
徒
収
容
比

཰
な
い
し
目
҆
を
策
定
し
て
い
た

六
県
で
あ
っ
た
。

　

協
議
内
容
別
に
見
る
と
、
最
多

の
三
十
二
都
道
府
県
で
高
校
の

「
募
集
人
員
」
が
協
議
さ
れ
、
次

　

会
議
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

は
、
三
十
年
度
中
に
本
会
議
が
三

十
七
都
道
府
県
で
計
五
十
七
回
、

専
門
委
員
会
等
が
十
۝
都
道
府
県

で
計
五
十
二
回
開
催
さ
れ
、
会
議

が
全
く
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
県
は

　

な
お
、
調
査
は
私
立
校
が
平
成

三
十
年
五
月
一
日
現
ࡏ
、
公
立
校

が
同
年
三
月
一
日
現
ࡏ
を
基
準
日

と
し
て
い
る
。

　

校
内
ແ
ઢ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
཰
を

Έ
る
と
、
ී
通
教
室
で
は
私
立
中

い
で
「
公
私
比
཰
」
が
二
十
六
都

府
県
で
、「
選
ൈ
方
法
」
が
十
五

都
県
で
、「
選
ൈ
日
程
」
が
十
五

都
府
県
で
議
題
と
し
て
取
り
上
͛

都
道
府
県
は
二
十
七
あ
り
、
三
十

年
度
と
同
数
で
あ
っ
た
。

　

平
成
三
十
年
三
月
の
卒
業
生
の

大
学
等
進
学
཰
は
、私
立
が
六
四
・

学
高
校
が
三
六
・
二
％
、
一
方
で

公
立
中
学
校
が
三
۝
・
八
％
、
公

立
高
校
が
二
三
・
八
％
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

材
の
整
備
཰
に
つ
い
て
は
、
私
立

中
学
校
が
三
八
・
一
％
、
私
立
高

校
全
日
制
が
三
〇
・
二
％
で
、公
立

中
学
校
で
は
六
〇
・
五
％
、公
立

高
校
で
は
一
四
・
一
％
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
΄
か
、
校
舎
内
の
パ
ϒ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
ແ
ઢ

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
、
校
舎
全
域
を
整
備
し
て
い
る

学
校
の
割
合
が
私
立
中
学
校
で
二

二
・
五
％
、
私
立
高
校
で
は
一
六
・

五
％
で
あ
っ
た
。

　

本
連
合
会
は
二
月
二
十
八
日
、

「
平
成
三
十
年
度
公
私
立
高
等
学

校
協
議
会
に
関
す
る
諸
問
題
の
調

査
報
告
」
を
ץ
行
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
各
県
の
公
私

立
学
校
関
係
者
が
生
徒
募
集
に
関

し
て
協
議
す
る
公
私
立
高
等
学
校

協
議
会
の
開
催
状
況
、
協
議
内
容

等
を
調
査
、
集
計
し
た
も
の
。

　

本
連
合
会
は
三
月
十
二
日
、「
平

成
三
十
年
度
私
立
中
学
高
等
学
校

に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
に
関
す

る
調
査
݁
果
（
公
私
比
ֱ
）」
を

ま
と
め
た
。

　

ま
た
、
学
則
定
員
充
଍
཰
は
七

一
・
三
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
〇
・

二
ポ
イ
ン
ト
௿
下
し
た
が
入
学
者

数
は
七
万
۝
千
۝
百
十
一
人
で
前

年
度
に
比
べ
二
百
二
十
三
人（
〇
・

三
％
）
増
加
し
た
。

　

˖
高
等
学
校
全
日
制
ử
ٳ
校
中

の
学
校
を
আ
く
活
動
校
は
千
三
百

八
校
で
、
う
ち
三
校
が
新
設
校
。

生
徒
数
は
百
三
万
二
千
八
百
七
十

五
人
で
、
前
年
度
に
比
べ
四
千
二

百
二
十
۝
人
（
〇
・
四
％
）
減
গ

し
た
。

　

一
校
当
り
の
平
均
生
徒
数
は
七

百
八
十
۝
・
七
人
で
、
前
年
度
に

比
べ
二
・
六
人
減
গ
し
た
。

　

学
則
定
員
充
଍
཰
は
八
二
・

二
％
で
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら

三
年
続
け
て
八
二
％
୆
の
定
員
充

଍
཰
を
維
持
し
て
い
る
。
入
学
者

数
は
三
十
四
万
۝
千
七
百
十
七
人

で
、
前
年
度
に
比
べ
三
千
二
百
八

十
五
人
減
গ
し
た
。

　

˖
中
等
教
育
学
校
ử
学
校
数
は

十
八
校
（
ٳ
校
な
し
）。
生
徒
数

は
六
千
۝
百
五
十
۝
人
で
、
一
校

当
り
の
平
均
生
徒
数
は
三
百
八
十

六
・
六
人
だ
っ
た
。

　

˖
高
等
学
校
定
時
制
ử
活
動
校

は
十
校
、
生
徒
数
は
二
千
六
百
七

十
۝
人
だ
っ
た
。

　

˖
高
等
学
校
通
信
制
ử
活
動
校

は
百
五
十
五
校（
広
域
۝
十
三
校
、

ڱ
域
六
十
二
校
）、
生
徒
数
は
۝

万
七
千
二
百
一
人
だ
っ
た
。

　

本
連
合
会
は
三
月
七
日
、「
平

成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
年
度
）

調
査
報
告
書
」
を
ץ
行
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
私
立
中
学
・
高

等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
現
状

を
計
数
面
か
ら
明
ら
か
に
し
、
各

学
校
に
経
営
上
の
一
指
ඪ
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
ত
࿨
三
十
七
（
一
۝
六
二
）

年
以
߱
、
半
ੈ
ل
以
上
に
Θ
た
り

調
査
、
ץ
行
し
て
い
る
も
の
。

　

調
査
項
目
は
学
校
数
、学
ڃ
数
、

生
徒
数
、
教
職
員
数
と
い
っ
た
基

本
的
事
項
の
他
、
学
校
ݐ
෺
の
耐

震
化
཰
、
外
国
人
教
員
の
人
数
な

ど
時
々
の
課
題
に
つ
い
て
も
調
査

し
て
い
る
。
調
査
݁
果
֓
要
は
次

の
通
り
。

　

˖
私
立
中
学
校
ử
ٳ
校
中
の
学

校
を
আ
く
活
動
校
は
七
百
四
十
四

校
で
、
う
ち
四
校
が
新
設
校
。
生

徒
数
は
二
十
三
万
八
千
三
百
三
人

で
、
前
年
度
に
比
べ
千
百
七
人
減

গ
し
た
。

　

な
お
、
一
校
当
り
の
平
均
生
徒

数
は
三
百
二
十
・
三
人
で
、
前
年

度
に
比
べ
三
・
二
人
減
গ
。

σ
δ
λ
ル
教
ࡐ
੔
උ
཰
ỏ私
立
中
学
校
3�
ˋ

ࢦ
ಋ
ऀ
༻

私
立
高
校ớ　

Ờ生
徒
ỏલ
年
度
ൺ
０
・
̐
ˋ
ݮ
গ

全
日
　੍

શ
国
ื
ू
͠
ͨ
ެ
立
高
校
等
͕
☠☞☦
校
に

ฏ
੒
30
೥
౓ớ
̎
̌
̍
̔
೥
౓
Ờ調
査
報
ࠂ
ॻ

ฏ
੒
30
೥
౓
ެ
私
ڠ
調
査
報
ࠂ

ฏ
੒
30
೥
౓
教
育
の
৘
報
Խ
調
査
݁
Ռ



ʢ5ʣ 私����学����࣌����ใ平成31年4月30日 第1252号（第三種郵便物認可）

の
増
額
と
な
っ
た
が
、
国
の
財
源

措
置
額
単
価
（
三
十
二
万
八
千
七

百
七
十
五
円
）
と
比
べ
る
と
、二
・

六
一
％
下
回
っ
て
い
た
。
私
立
中

学
校
に
対
す
る
経
常
費
助
成
額
は

全
国
的
に
厳
し
い
状
況
で
、
三
十

一
年
度
で
は
単
価
額
が
財
源
措
置

額
を
下
回
っ
て
い
る
自
治
体
が
二

十
五
府
県
、
同
額
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
自
治
体
が
八
県
に
上
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
中
等
教
育
学
校
に
つ
い

て
は
、
一
部
に
補
助
単
価
の
高
い

度
の
国
の
財
源
措
置
額
（
三
十
三

万
六
千
三
百
十
一
円
）
と
比
べ
て

も
、
単
価
額
は
四
・
二
五
％
の
上

乗
せ
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
助
成
単
価
が
国
の
財
源

措
置
額
を
下
回
る
自
治
体
は
七
府

県
あ
り
、
財
源
措
置
額
と
同
額
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
自
治
体
は
三
県

あ
っ
た
。

　

私
立
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
三

十
一
年
度
経
常
費
助
成
単
価
の
単

純
平
均
額
が
三
十
二
万
二
百
八
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
一
・
一
〇
％

基
づ
い
て
集
計
し
て
い
る
。

　

私
立
高
校
（
全
日
制
・
定
時
制
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
度

の
私
立
学
校
経
常
費
助
成
単
価
が

単
純
平
均
額
で
三
十
五
万
六
百
十

二
円
と
な
っ
て
お
り
、
三
十
年
度

最
終
額
と
比
べ
一
・
四
一
％
の
増

額
と
な
っ
た
。
ま
た
、
三
十
一
年

価
は
別
表
の
通
り
。
な
お
、
北
海

道
、
三
重
県
及
び
徳
島
県
の
予
算

は
、
四
月
七
日
の
知
事
選
挙
の
た

め
骨
格
予
算
で
あ
り
、
こ
の
う
ち

北
海
道
、
三
重
県
の
二
県
は
、
当

面
、
経
常
費
助
成
単
価
は
未
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
単
価
は
そ
の
他

の
四
十
五
都
府
県
の
当
初
予
算
に

　

本
連
合
会
は
四
月
十
日
付
で
、

「
平
成
三
十
一
年
度
都
道
府
県
当

初
予
算
に
お
け
る
私
立
高
等
学
校

等
経
常
費
助
成
（
生
徒
等
一
人
当

た
り
単
価
）
一
覧
」
を
取
り
ま
と

め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
私
立
高

等
学
校
（
全
日
制
・
定
時
制
）
及

び
中
学
校
の
都
道
府
県
別
補
助
単

財
源
措
置
額
を
下
回
る

私
立
高
校

７
府
県
で

平
成
31
年
度
都
道
府
県
当
初
予
算
に
お
け
る

私
立
高
校
等
経
常
費
助
成
単
価
一
覧
ま
と
め
る

平成31年度都道府県当初予算における私立高等学校等
経常費助成（生徒等１人当たり単価）一覧

中高連：31.4.10（単位 : 円、％）

区  分
高等学校（全日制・定時制） 中学校

31 年度
当　初

対前年度
増　減　率

対財源措置
増　減　率

31 年度
当　初

対前年度
増　減　率

対財源措置
増　減　率

北海道 骨格予算 骨格予算
青　森 337,009 1.35 0.21 329,159 1.36 0.12
岩　手 354,632 0.19 5.45 324,923 0.18 ▲ 1.17
宮　城 336,660 1.36 0.10 314,613 1.71 ▲ 4.31
秋　田 351,148 1.51 4.41 － － －
山　形 370,506 0.23 10.17 － － －
福　島 363,081 2.67 7.96 328,682 1.22 ▲ 0.03
新　潟 347,775 ▲ 0.04 3.41 327,841 1.50 ▲ 0.28
茨　城 359,816 1.27 6.99 328,775 1.37 0.00
栃　木 336,400 1.36 0.03 295,900 1.34 ▲ 10.00
群　馬 364,099 1.25 8.26 329,159 1.36 0.12
埼　玉 302,016 1.52 ▲ 10.20 253,931 0.00 ▲ 22.76
千　葉 359,811 1.84 6.99 328,775 1.37 0.00
神奈川 323,234 1.80 ▲ 3.89 237,344 1.56 ▲ 27.81
東　京 400,576 0.80 19.11 368,299 1.57 12.02
富　山 364,396 1.04 8.35 328,775 1.37 0.00
石　川 373,982 1.19 11.20 318,659 1.19 ▲ 3.08
福　井 337,501 1.45 0.35 414,848 0.59 26.18
山　梨 347,360 0.00 3.29 324,345 0.00 ▲ 1.35
長　野 336,311 1.36 0.00 328,775 1.37 0.00
岐　阜 359,526 1.30 6.90 328,293 1.24 ▲ 0.15
静　岡 375,511 1.30 11.66 337,975 1.34 2.80
愛　知 336,311 1.36 0.00 312,578 1.40 ▲ 4.93
三　重 骨格予算 骨格予算
滋　賀 323,000 0.31 ▲ 3.96 270,000 0.00 ▲ 17.88
京　都 350,441 0.31 4.20 292,000 1.18 ▲ 11.19
大　阪 306,700 ▲ 0.49 ▲ 8.80 268,345 1.84 ▲ 18.38
兵　庫 352,818 1.03 4.91 314,325 1.43 ▲ 4.40
奈　良 346,500 1.17 3.03 257,000 0.78 ▲ 21.83
和歌山 330,300 0.08 ▲ 1.79 312,810 1.20 ▲ 4.86
鳥　取 467,879 2.37 39.12 465,159 2.35 41.48
島　根 338,525 2.02 0.66 328,775 1.37 0.00
岡　山 326,789 15.81 ▲ 2.83 294,762 ▲ 0.10 ▲ 10.35
広　島 362,915 0.17 7.91 324,875 0.16 ▲ 1.19
山　口 344,500 0.58 2.43 268,000 0.75 ▲ 18.49
徳　島 354,194 1.25 5.32 314,879 1.26 ▲ 4.23
香　川 349,423 2.40 3.90 308,754 5.02 ▲ 6.09
愛　媛 336,311 1.36 0.00 328,775 1.37 0.00
高　知 348,311 1.31 3.57 328,775 1.37 0.00
福　岡 362,179 1.26 7.69 329,159 1.36 0.12
佐　賀 369,991 0.00 10.01 324,735 0.00 ▲ 1.23
長　崎 360,202 0.90 7.10 328,775 1.37 0.00
熊　本 340,432 1.20 1.23 328,514 0.91 ▲ 0.08
大　分 348,367 1.30 3.58 329,163 1.37 0.12
宮　崎 335,954 1.25 ▲ 0.11 328,399 1.25 ▲ 0.11
鹿児島 345,570 1.16 2.75 330,979 1.18 0.67
沖　縄 338,582 1.11 0.68 330,326 1.19 0.47

単純平均 350,612 1.41 4.25 320,208 1.10 ▲ 2.61
財源措置 336,311 1.36 － 328,775 1.37 －

県数（≧財
源措置額） 38/47 － － 18/45 － －

注 ① 30 年度は最終（見込み）単価、31 年度は当初予算単価（国庫補助金の一般補助対応額）
であり、都道府県私立学校主管課に照会したものである｡ 但し、31 年度当初は北海道・
三重県は骨格予算、山梨県は骨格予算のため単価据え置き、徳島県は骨格予算であり、
それぞれ補正で単価判明。②いわゆる財源措置額は、国庫補助単価＋地方交付税単価で
あり、28 年度までは国庫補助単価には加算分が含まれていたが、29 年度以降はこれを
除外した一般分のみに変更された。私立高等学校生徒授業料軽減費分（29 年度以降単価
12,800 円）は算入していない。③茨城県 ( 高・中等教育・中・小・高通信）、神奈川県高（高・
中等教育・中・小・高通信）、東京都 ( 高・中・小・幼）、福井県（高）、山梨県（高・中・小・幼）、
岐阜県（高・中・小・幼）、愛知県（高・中）、滋賀県（高・中等教育・中・小・幼・高通信）、
広島県（高・中・小・幼）、山口県（高・中・幼）、徳島県（高・中・小・幼）、福岡県（高・
中等後期・幼）の単価には「特別補助分」を含む。④長野県単価は「特別補助分」を除く。
⑤鹿児島県小中高の積算方法を国庫補助単価は国の概算要求単価に、地方交付税単価は
30 年度地方交付税単価×地方交付税単価の過去３年平均増減率に変更。

県
が
あ
る
た
め
、
後
期
課
程
、
前

期
課
程
と
も
に
高
校
や
中
学
校
の

平
均
価
額
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

国
庫
補
助
と
地
方
交
付
税
措
置

に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
の
私

立
学
校
に
対
す
る
経
常
費
助
成
の

財
源
と
な
っ
て
お
り
、
国
の
厳
し

い
財
政
事
情
の
中
で
も
、毎
年
度
、

単
価
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
地
方
自
治
体
で
は
そ
う

し
た
私
立
学
校
へ
の
財
源
措
置
を

別
の
用
途
の
振
り
向
け
る
自
治
体

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
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私
立
学
校
を
取
り
巻
く
情
勢
が

激
変
す
る
中
で
、
私
立
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
中
等
教
育
学
校

教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
加
盟

団
体
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
緊

密
な
連
絡
提
携
の
も
と
に
、
会
則

に
定
め
る
「
目
的
お
よ
び
事
業
」

に
基
づ
き
、
次
の
主
要
事
業
を
行

う
。

　

Ⅰ
．
私
立
学
校
教
育
の
振
興
充

実
に
関
す
る
事
業

　

１
．
私
立
学
校
関
係
国
庫
補
助

金
に
関
す
る
対
策

　

①
私
学
助
成
を
め
ぐ
る
状
況
に

対
応
し
、
現
行
の
国
庫
補
助
制
度

の
堅
持
、
拡
充
を
図
る
。

　

②
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
金
は
、
そ
の
構
成
要

素
で
あ
る
一
般
補
助
、
特
別
補
助

等
そ
れ
ぞ
れ
の
充
実
を
通
じ
て
総

額
・
内
容
の
拡
充
を
図
る
。

　

③
耐
震
化
工
事
、
激
甚
災
害
対

策
、
老
朽
校
舎
の
改
造
、
改
築
等

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
公
立

学
校
と
同
等
の
水
準
の
確
保
を
図

る
。

　

④
学
校
の
施
設
・
設
備
等
の
教

育
環
境
の
改
善
充
実
に
対
す
る
補

助
金
の
充
実
を
図
る
。

　

⑤
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
制
度
の
更
な
る
改
善
充
実
に
よ

り
、
私
立
高
等
学
校
学
納
金
の
実

質
的
な
負
担
軽
減
を
実
現
し
、
公

立
高
等
学
校
と
の
負
担
格
差
是
正

を
目
指
す
。

　

⑥
私
立
中
学
校
等
支
援
金
制
度

法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
補
助

金
の
拡
充
を
図
る
。

　

⑩
都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高
等

学
校
授
業
料
等
軽
減
事
業
に
対
す

る
国
の
財
政
支
援
措
置
の
拡
充
を

図
る
。

　

⑪
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育
の

振
興
に
必
要
な
補
助
金
の
確
保
を

図
る
。

　

２
．
私
学
助
成
に
係
る
地
方
交

付
税
に
よ
る
財
源
措
置
に
関
す
る

対
策

　

①
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
に
対
す
る
補
助
財
源
の
増
額
を

図
る
。

　

②
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
推

進
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確
保
と

そ
の
増
額
を
図
る
。

　

③
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

　

⑦
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育
の

振
興
に
必
要
な
補
助
財
源
の
確
保

を
図
る
。

　

３
．
都
道
府
県
の
私
学
助
成
に

関
す
る
対
策

　

①
都
道
府
県
私
学
助
成
状
況
調

査
を
実
施
し
そ
の
報
告
書
を
作
成

す
る
。

　

②
私
立
中
学
校
、
高
等
学
校
お

よ
び
中
等
教
育
学
校
に
対
す
る
都

道
府
県
に
よ
る
経
常
費
助
成
の
財

源
の
確
保
を
図
る
。

私
立
学
校
の
振
興
に
必
要
な
補
助

財
源
の
確
保
を
支
援
す
る
。

　

⑦
都
道
府
県
私
学
協
会
長
・
事

務
局
長
会
議
等
の
拡
充
を
通
じ

て
、
懸
案
事
項
や
情
報
の
共
有
化

を
図
り
、
地
方
に
お
け
る
私
学
振

興
運
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

　

４
．
私
立
学
校
関
係
税
制
に
関

す
る
対
策

　

①
寄
附
税
制
な
ど
学
校
法
人
に

対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
維

持
、
拡
大
を
図
る
。

の
定
着
と
恒
久
化
を
進
め
る
。

　

⑦
私
立
定
時
制
高
等
学
校
生
徒

の
就
学
環
境
の
充
実
に
対
す
る
支

援
措
置
の
充
実
を
図
る
。

　

⑧
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
の
出
資
金
お
よ
び
財
政
投

融
資
資
金
な
ら
び
に
長
期
給
付
に

対
す
る
補
助
金
の
維
持
、
充
実
を

図
る
。

　

⑨
私
立
学
校
の
特
色
あ
る
教
育

研
究
活
動
な
ら
び
に
研
修
事
業
の

充
実
に
資
す
る
た
め
、
一
般
財
団

　

④
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社

（
財
）
団
に
対
す
る
補
助
財
源
の

確
保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

　

⑤
私
立
高
等
学
校
生
徒
授
業
料

軽
減
分
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

　

⑥
私
学
Ｊ
Ｅ
Ｔ
―
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
対

す
る
補
助
財
源
の
確
保
と
そ
の
増

額
を
図
る
。

　

③
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ

る
補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す

る
。

　

④
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社

（
財
）
団
に
対
す
る
都
道
府
県
に

よ
る
補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す

る
。

　

⑤
私
立
学
校
振
興
会
に
対
す
る

都
道
府
県
に
よ
る
補
助
財
源
の
確

保
を
支
援
す
る
。

　

⑥
そ
の
他
、
都
道
府
県
に
よ
る

　

②
教
育
費
減
税
な
ど
私
立
学
校

生
徒
等
の
保
護
者
に
対
す
る
税
制

の
改
善
を
図
る
。

　

③
そ
の
他
、
私
立
学
校
関
係
の

税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
中
・
長

期
的
な
検
討
を
行
う
。

　

５
．
私
学
助
成
財
源
、
学
校
教

育
に
お
け
る
公
費
支
出
の
あ
り
方

等
に
関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び
対

策
　

①
「
私
学
振
興
」
に
向
け
て
、

当
面
す
る
基
本
的
か
つ
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
に
応

じ
て
私
立
中
高
と
し
て
の
意
見
、

見
解
等
を
ま
と
め
、
関
係
先
に
提

出
す
る
。

　

②
教
育
に
お
け
る
国
と
地
方
の

役
割
分
担
の
あ
り
方
、現
行
の「
国

庫
補
助
金
制
度
」「
地
方
交
付
税

制
度
」
等
を
検
証
し
、
今
後
の
私

学
助
成
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て

必
要
に
応
じ
調
査
研
究
を
行
い
、

対
策
を
講
ず
る
。

　

③
都
道
府
県
間
、
公
私
立
学
校

間
、
私
立
学
校
間
で
の
公
費
支
出

の
格
差
是
正
方
策
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
。

　

Ⅱ
．
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中

等
教
育
学
校
教
育
に
関
す
る
調
査

研
究
事
業

　

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会　
　

平
成
31
年
度
事
業
計
画

現
行
の
国
庫
補
助
制
度

の
堅
持
・
拡
充
を
図
る

私
学
助
成
の
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
対
策
も
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１
．
加
盟
団
体
お
よ
び
所
属
各

学
校
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
収
集

お
よ
び
報
告
書
の
作
成

　

①
私
立
中
学
高
等
学
校
実
態
調

査
を
実
施
し
そ
の
報
告
書
を
作
成

す
る
。

　

②
全
国
私
立
中
学
高
等
学
校
名

簿
を
作
成
す
る
。

　

③
調
査
研
究
資
料
の
収
集
を
行

う
。

　

④
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
調

査
を
行
う
。

　

２
．
私
立
学
校
に
関
す
る
法

令
、
制
度
等
に
関
す
る
調
査
研
究

お
よ
び
対
策

　

①
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育

法
、
私
立
学
校
法
、
私
立
学
校
振

興
助
成
法
等
私
立
学
校
に
関
す
る

法
令
、
条
例
、
制
度
等
の
検
討
を

行
い
、
関
連
す
る
各
種
法
令
、
制

度
等
の
見
直
し
に
対
し
て
対
策
を

講
ず
る
。

　

②
私
立
学
校
の
教
育
課
程
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
う
。

　

③
中
央
教
育
審
議
会
等
、
私
立

中
高
教
育
に
関
係
す
る
政
府
の
審

議
会
等
に
対
し
て
必
要
に
応
じ
て

意
見
表
明
を
行
い
、
さ
ら
に
、「
教

育
再
生
」「
規
制
改
革
」
等
の
諸

改
革
に
対
し
て
も
、
私
立
学
校
の

事
業
団
、
私
学
研
修
福
祉
会
、
全

国
私
学
振
興
会
連
合
会
、
全
私
学

連
合
、
そ
の
他
教
育
関
係
団
体
と

連
絡
提
携
す
る
。

　

Ⅶ
．
会
議
の
開
催

　

①
理
事
会　
　

原
則
と
し
て
年

２
回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

　

②
評
議
員
会　
　

原
則
と
し
て

年
２
回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

　

③
常
任
理
事
会　
　

原
則
と
し

て
年
間
計
画
に
基
づ
い
て
開
催

　

④
監
事
会　
　

年
２
回
開
催

　

⑤
正
副
会
長
会　
　

常
設　

必

要
に
応
じ
て
開
催

　

⑥
運
営
役
員
会　
　

常
設　

必

要
に
応
じ
て
開
催

　

⑦
部
会
・
部
会
委
員
会　
　

常

設　

必
要
に
応
じ
て
開
催

　

⑧
特
別
委
員
会　
　

必
要
に
応

じ
て
開
催

　

⑨
理
事
・
監
事
・
評
議
員
・
事

務
局
長
会
議　
　

必
要
に
応
じ
て

開
催

　

⑩
都
道
府
県
私
学
協
会
長
・
事

務
局
長
会
議　
　

必
要
に
応
じ
て

開
催

　

⑪
そ
の
他
の
会
議　
　

必
要
に

応
じ
て
開
催

 

以
上

り
方
を
含
め
生
徒
収
容
に
関
す
る

当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
必
要
に

応
じ
て
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の

報
告
書
を
作
成
す
る
。

　

③
生
徒
収
容
に
関
す
る
全
国
会

議
を
開
催
し
情
報
交
換
を
行
う
。

　

４
．
私
立
中
学
校
教
育
に
関
す

る
調
査
研
究
お
よ
び
対
策

　

①
国
公
私
立
を
含
め
た
義
務
教

育
に
対
す
る
公
費
支
出
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　

②
私
立
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い

検
討
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
対

策
を
講
ず
る
。

　

⑥
私
立
中
学
校
等
に
学
ぶ
生
徒

等
に
対
す
る
国
の
支
援
制
度
の
定

着
と
恒
久
化
に
向
け
て
検
討
を
行

う
。

　

５
．
国
際
交
流
に
関
す
る
調
査

研
究
お
よ
び
対
策

　

①
私
立
中
高
教
育
の
充
実
に
資

す
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
に
係
る
情
報
、
資
料
の
収
集
と

整
備
を
行
う
。

活
動
全
般
を
精
査
し
、
文
部
科
学

記
者
会
等
と
の
情
報
交
換
会
を
通

じ
て
効
果
的
な
広
報
活
動
を
行

う
。

　

Ⅳ
．
そ
の
他
の
事
業

　

①
加
盟
団
体
に
所
属
す
る
各
学

校
の
優
秀
卒
業
生
に
対
し
会
長
名

に
よ
る
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
う
。

　

②
本
連
合
会
が
団
体
契
約
し
て

い
る
私
立
学
校
賠
償
責
任
保
険
、

学
校
法
人
傷
害
保
険
、
私
立
学
校

法
定
外
労
災
保
険
等
の
各
種
保
険

適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
統
合

を
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
行
う
。

　

Ⅵ
．
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡
提

携
　

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合

会
、
全
国
私
立
工
業
高
等
学
校
長

会
、
全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協

会
、
全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制

連
絡
協
議
会
、
日
本
私
立
小
学
校

中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合

会
、
全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合

会
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

立
場
か
ら
検
討
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
意
見
表
明
等
を
行
う
。

　

④
そ
の
他
、
私
立
学
校
の
教
育

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
当
面
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　

３
．
生
徒
収
容
に
関
す
る
調
査

研
究
お
よ
び
対
策

　

①
都
道
府
県
に
お
け
る
生
徒
収

容
と
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
の

実
態
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
そ

の
報
告
書
を
作
成
す
る
。

　

②
私
立
学
校
と
公
立
学
校
の
あ

て
実
態
を
把
握
し
、
教
育
課
程
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。

　

③
私
立
学
校
の
立
場
か
ら
小
、

中
学
校
の
接
続
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
。

　

④
国
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
の

設
置
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講
ず

る
。

　

⑤
私
立
中
高
一
貫
教
育
に
関
係

す
る
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

　

②
帰
国
子
女
教
育
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
。

　

６
．
そ
の
他
、
緊
急
に
対
応
す

べ
き
事
項
に
関
す
る
調
査
研
究
お

よ
び
対
策

　

Ⅲ
．
広
報
事
業

　

①
機
関
紙
「
私
学
時
報
」
を
定

期
的
に
発
行
す
る
。

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
、

内
容
の
拡
充
を
図
る
。

　

③
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
発
信
の

あ
り
方
や
対
応
策
を
含
め
た
広
報

事
業
を
行
う
。

　

③
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の

運
営
を
行
う
。

　

Ⅴ
．
一
般
財
団
法
人
日
本
私
学

教
育
研
究
所
の
運
営

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
の
運
営
な
ら
び
に
委
託
し

て
い
る
「
学
校
教
育
お
よ
び
私
学

経
営
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」

お
よ
び
「
教
職
員
の
研
修
事
業
」

に
対
し
て
必
要
に
応
じ
て
提
言
、

支
援
を
行
い
、
事
業
の
活
性
化
、

私
立
中
学
校
の
生
徒
等 　

支
援
措
置
恒
久
化
を
検
討
　

中
央
教
育
審
議
会
等
に

　

必
要
に
応
じ
意
見
表
明

に
対

す
る
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○
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

�

栃
木
大
会

　

10
月
17
～
18
日
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
で

開
催
。
研
究
の
ね
ら
い
は
「
人
間

力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
を
高
め

る
私
学
教
育
」。
５
月
初
旬
頃
に

募
集
開
始
。

○
教
員
免
許
状
更
新
講
習

・
必
修
領
域
「
私
立
学
校
教
員
の

た
め
の
教
育
の
最
新
事
情
」

・
選
択
必
修
領
域
「
私
立
学
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　
○
私
学
経
営
研
修
会

　

６
月
６
～
７
日
、大
阪
府
・
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪

市
）、高
槻
中
学
校
・
高
等
学
校（
高

槻
市
）、
近
畿
大
学
附
属
高
等
学

校
・
中
学
校（
東
大
阪
市
）で
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
新
た
な
時
代
に
立
ち

向
か
う
私
立
学
校 

～
持
続
的
発

展
を
目
指
す
経
営
と
教
育
～
」。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

�

教
育
課
程
部
会

　

６
月
21
日
、
京
都
府
京
都
市

の
東
山
中
学
高
等
学
校
で
開
催
。

テ
ー
マ
は
「『
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
』
を
か
な
え
る
授
業

と
評
価 

～
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・

多
面
的
評
価
の
活
用
と
課
題
～
」。

○
同
・
法
人
管
理
事
務
運
営
部
会

　

８
月
７
日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開

催
。
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
私

学
の
働
き
方
改
革
～
学
校
と
企
業

の
視
点
か
ら
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
を
考
え
る
～
」。

○
私
立
学
校
特
別
研
修
会
・

　
　

英
語
教
育
改
革
特
別
部
会

�

【
東
日
本
エ
リ
ア
】

　

５
月
31
～
６
月
１
日
、
神
奈
川

県
横
浜
市
の
聖
光
学
院
中
学
高
等

学
校
、崎
陽
軒
本
店
会
議
室
で
開
催
。

講
習
（
冬
季
）
が
、
年
末
の
12
月

25
・
26
日
に
東
日
本
会
場
（
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）
で
、
年
明
け

の
１
月
５
・
６
日
に
西
日
本
会
場

（
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
で
実

施
さ
れ
た
。
受
講
者
は
、
必
修
６

時
間
１
６
８
名
（
東
１
１
１
名
・

西
57
名
）、選
択
必
修
６
時
間
Ａ
Ｂ

計
１
４
９
名（
東
99
名
・
西
50
名
）。

　

当
研
究
所
の
更
新
講
習
は
予
備

講
習
を
含
め
12
年
目
を
迎
え
た

が
、
法
改
正
等
に
よ
っ
て
講
習
に

求
め
ら
れ
る
履
修
内
容
も
変
化
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
は
講

習
の
内
容
や
運
営
方
法
を
刷
新

し
、
さ
ら
に
私
学
教
員
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
講
習
を
実
施
す
る
。

　

平
成
30
年
度
委
託
研
究
員
研
究

成
果
報
告
会
は
、
３
月
２
・
16
日

の
２
日
間
、
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
委

託
研
究
員
30
名
が
半
々
に
分
か

れ
、
研
究
の
動
機
や
経
緯
、
１
年

間
の
成
果
と
今
後
の
研
究
へ
の
展

望
・
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
両
日
と
も
に
全
国
各
地
か
ら

多
数
の
私
学
関
係
者
が
傍
聴
に
訪

れ
、
い
ず
れ
の
報
告
に
も
示
唆
に

富
む
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
る
な

ど
、充
実
し
た
報
告
会
と
な
っ
た
。

し
た
。
横
塚
裕
志
・
デ
ジ
タ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
代
表
に
よ
る
基
調
講

演
や
、
平
方
邦
行
・
工
学
院
大

学
附
属
中
学
高
等
学
校
校
長
に

よ
る
講
演
、
若
手
起
業
家
な
ど

に
よ
る
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
福
原
将
之
・
株
式
会
社

FlipSilverlining

代
表
取
締
役
に

よ
る
ラ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
未
来
の
教
員
の

仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
た
。
ワ

ク
ワ
ク
し
た
。」
な
ど
前
向
き
な

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

２
月
22
～
23
日
、
福
岡
県
・
久

留
米
大
学
附
設
中
学
高
等
学
校

（
久
留
米
市
）
及
び
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
駅
東
ビ
ル
貸
会
議
室
（
福
岡

市
）
を
会
場
に
開
催
し
、
英
語
教

員
55
名
が
参
加
し
た
。
研
究
授
業

視
察
、
実
践
報
告
、
町
田
健
・
名

古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
名

誉
教
授
の
講
演
、
文
部
科
学
省
事

業
「
英
語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
中

央
研
修
」
受
講
者
指
導
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
意
見
・
情
報
交
換
等

を
実
施
し
た
。

　

平
成
30
年
度
教
員
免
許
状
更
新

事
業
は
英
語
教
育
改
革
特
別
部
会

を
、初
任
者
研
修
事
業
は
地
区
・
全

国
研
修
を
、
中
堅
教
員
研
修
事
業

は
全
国
研
修
を
開
催
し
、
教
員
免

許
状
更
新
講
習
は
必
修
・
選
択
必

修
領
域
を
開
講
す
る
。
研
究
事
業

は
委
託
研
究
員
制
度
を
活
用
す
る
。

　

私
立
学
校
初
任
者
研
修
等
事
業

検
討
委
員
会
が
３
月
１
日
、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
た
。

　

①
平
成
30
年
度
私
立
学
校
初
任

者
研
修
事
業
報
告
（
秋
期
・
冬
期

実
施
分
）
②
２
０
１
９
年
度
私
立

学
校
初
任
者
研
修
等
事
業
計
画

（
案
）
③
２
０
１
９
年
度
委
託
研

究
事
業
④
そ
の
他
（
平
成
30
年
度 

委
託
研
究
員
成
果
報
告
会
／ 

２
０
１
９
年
度
事
業
の
担
当
）
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
出

席
委
員
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

２
月
16
日
、
東
京
都
新
宿
区
・

Ｎ
Ｓ
会
議
室
に
て
「
協
創
力
を
育

む
未
来
の
学
び
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

社
会
変
革
を
見
据
え
、
未
来
の
教

育
を
考
え
る
～
」
を
研
究
の
ね
ら

い
と
し
て
開
催
し
、
55
名
が
参
加

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
３
月
12
日
、
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
第

14
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

同
会
議
で
は
、
平
成
30
年
度
事

業
中
間
報
告
案
、
同
中
間
決
算

報
告
案
、
同
収
支
補
正
予
算
案
、 

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案
、
同

収
支
予
算
案
等
に
つ
い
て
審
議
し

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
内

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案
で

は
、
委
託
研
究
員
に
加
え
て
新
た

な
研
究
制
度「
特
別
招
聘
研
究
員
」

に
よ
る
研
究
を
重
点
化
事
業
と
位

置
付
け
る
。
免
許
状
更
新
講
習
は

内
容
を
一
新
し「
必
修
」及
び「
選

択
必
修
」
の
講
習
を
実
施
す
る
。

　

研
究
・
研
修
統
轄
会
議
が
２
月

13
日
、日
私
教
研
で
開
催
さ
れ
、 

２
０
１
９
年
度
事
業
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
協
議
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
喫
緊
の
課
題

に
対
応
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

　

一
般
研
修
事
業
は
私
学
経
営
研

修
会
・
専
門
研
修
会
４
部
会
を
、全

国
研
修
事
業
は
全
国
私
学
教
育
研

究
集
会
栃
木
大
会
を
、
特
別
研
修

日
私
教
研
だ
よ
り

第
19
回
初
任
者
研
修
等
事
業

 

検
討
委
員
会
開
催

外
国
語（
英
語
）教
育
改
革
特
別
部
会

 

【
西
日
本
エ
リ
ア
】

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
）

 

教
育
研
究
部
会

第
14
回
理
事
会
開
催 

免
許
状
更
新
講
習

２
０
１
９
年
度
研
修
会
の
ご
案
内

委
託
研
究
員
研
究
成
果
報
告
会

第
19
回
研
究
・
研
修
統
轄
会
議
開
催

※ 

各
研
修
会
・
講
習
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
随
時
日
私
教
研

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

る
実
施
案
内
等
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

必　　修 選択必修

夏季
東日本会場 ７月 21 日 ７月 20 日
西日本会場 ７月 29 日 ７月 28 日

冬季
東日本会場 12 月 26 日 12 月 25 日
西日本会場 １月６日 １月５日

※東日本はアルカディア市ヶ谷、
　西日本は京都ガーデンパレス




